
『
啓
迪
集
』
八
巻
は
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
、
当
時
日
本
に
渡
来

し
て
い
た
宋
・
金
元
・
明
の
医
書
よ
り
抜
粋
、
編
纂
さ
れ
た
曲
直
瀬

道
三
の
代
表
的
著
述
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
は
、
そ
れ
以
前
の
三
点

の
五
山
版
医
書
を
除
い
て
は
い
ま
だ
医
書
の
出
版
は
行
わ
れ
て
お
ら

ず
、
よ
っ
て
『
啓
迪
集
』
は
写
本
を
も
っ
て
伝
承
さ
れ
た
。
同
書
が

印
刷
品
と
な
っ
た
の
は
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
の
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
後
世
、
編
著
者
の
生
存
時
に
出
版
が
行
わ
れ
た
場
合
と

は
違
っ
て
、
成
書
年
に
近
い
（
出
版
に
な
る
以
前
の
）
写
本
（
古
抄

本
）
は
大
き
な
価
値
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
幸
い
『
啓
迪
集
』
は
道

三
自
筆
本
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
、
あ
る
い
は
江
戸
初
期
ま

で
の
写
本
が
今
日
多
数
伝
存
し
て
い
る
。

演
者
ら
は
先
年
来
の
道
三
顕
彰
事
業
の
一
環
と
し
て
、
目
下
『
啓

現
存
す
る
「
啓
迪
集
』
の
古
抄
本

に
つ
い
て

小
曽
戸
洋

迪
集
』
の
研
究
を
手
が
け
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
そ
の
古

抄
本
の
現
存
状
況
に
つ
い
て
初
歩
的
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
現
時

点
に
お
い
て
一
九
箇
所
の
図
書
館
な
い
し
は
個
人
に
、
二
八
部
の
古

抄
本
の
所
蔵
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
現
在
調
査
中
の
段
階
で
は
あ

る
が
、
以
下
に
そ
の
概
況
の
報
告
を
試
み
る
（
所
蔵
先
の
卵
音
順
）
。

▼
〔
石
原
明
氏
旧
蔵
本
〕
全
揃
八
冊
。
首
に
策
彦
周
良
自
筆
の
題

辞
、
末
尾
に
道
三
自
筆
の
自
序
が
あ
る
。
奥
書
は
な
い
。

▼
〔
大
阪
府
立
図
書
館
石
崎
文
庫
本
〕
全
揃
八
冊
。
慶
長
十
八
’
十

九
年
、
岡
本
茂
右
衛
清
安
写
本
。
『
図
書
総
目
録
』
は
こ
れ
を
版
本

と
し
て
著
録
す
る
が
誤
り
。

▼
〔
大
塚
敬
節
氏
旧
蔵
本
〕
全
揃
八
冊
。
識
語
は
な
い
。
江
戸
初
期

写
。▼

〔
香
川
大
神
原
文
庫
本
〕
巻
七
、
一
冊
。
目
録
に
「
室
町
時
代

写
」
と
す
る
。

▼
〔
宮
内
庁
書
陵
部
本
〕
全
揃
八
冊
。
首
に
道
三
筆
の
策
彦
題
辞
、

つ
い
で
自
筆
の
自
序
が
あ
り
、
末
尾
に
「
宜
帆
道
救
公
久
入
吾
室
而

学
診
治
之
業
請
益
歴
歳
寸
陰
不
僻
感
其
志
之
真
而
今
也
以
授
斯
一
部

英
固
戒
妄
伝
莫
忽
慎
焉
ミ
と
、
天
正
第
七
己
卯
年
三
月
吉
日
、
洛
下

翠
竹
庵
一
渓
里
道
三
」
の
道
三
自
筆
奥
書
（
押
印
・
花
押
）
が
あ
る
。
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▼
〔
研
医
会
図
書
館
本
〕
巻
二
、
一
冊
。
江
戸
初
期
写
。

▼
〔
国
会
図
書
館
本
〕
全
揃
四
冊
。
目
録
に
「
古
写
本
」
と
す
る
。

▼
〔
静
嘉
堂
文
庫
本
〕
①
全
揃
八
冊
。
目
録
に
「
自
筆
」
と
す
る
。

②
巻
三
、
一
冊
。
目
録
に
「
慶
長
写
」
と
す
る
。

▼
〔
尊
経
閣
文
庫
本
〕
全
揃
八
冊
。
目
録
に
「
室
町
末
期
写
」
と
す

字
（
》
Ｏ

▼
〔
台
湾
故
宮
博
物
院
本
〕
①
全
揃
八
冊
。
目
録
に
「
日
本
抄
本
、

朱
墨
校
註
」
と
す
る
。
②
残
本
一
冊
。
目
録
に
「
日
本
抄
本
、
墨
筆

校
註
」
と
す
る
。

▼
〔
高
野
守
敬
氏
蔵
本
〕
巻
三
、
一
冊
。
古
抄
本
。
「
浄
福
寺
蔵
書
」

の
印
が
あ
る
。

▼
〔
武
田
杏
雨
書
屋
本
〕
①
全
揃
八
冊
。
首
に
策
彦
自
筆
の
題
辞
が

あ
る
。
目
録
に
「
自
筆
稿
本
」
と
す
る
。
重
要
美
術
品
。
②
全
揃
八

冊
。
目
録
に
「
室
町
写
本
、
道
三
自
筆
自
序
マ
タ
『
甫
庵
蔵
書
』
印

ア
リ
」
と
す
る
。
③
自
序
一
巻
、
一
冊
。
目
録
に
「
慶
長
十
二
、
莫

不
敬
軒
主
翁
写
本
」
と
す
る
。
④
巻
三
・
四
・
六
、
三
冊
。
目
録
に

「
江
戸
初
期
写
本
」
と
す
る
。
⑤
全
揃
八
冊
。
目
録
に
「
正
保
三
、

紀
陽
南
山
就
安
斎
玄
幽
写
本
」
と
す
る
。
⑥
巻
五
、
一
冊
。
目
録
に

「
写
本
」
と
す
る
。

▼
〔
東
大
鶚
軒
文
庫
本
〕
全
揃
八
冊
。
目
録
に
「
天
正
十
写
」
と
す

る
。

▼
〔
東
京
国
立
博
物
館
本
〕
①
五
冊
。
目
録
に
「
江
戸
初
写
」
と
す

る
。
②
も
う
一
部
あ
る
ら
し
く
、
『
国
書
総
目
録
』
に
「
八
冊
」
本

を
載
せ
る
。

▼
〔
東
洋
文
庫
藤
井
文
庫
本
〕
一
冊
。
策
彦
題
辞
、
道
三
自
序
を
含

む
巻
一
零
本
ら
し
い
。

▼
〔
内
閣
文
庫
本
〕
①
巻
一
・
二
・
四
・
七
・
八
、
五
冊
。
巻
首
を

欠
く
が
、
目
録
に
は
「
天
正
写
、
自
筆
等
」
と
す
る
。
②
巻
二
・
三
・

六
、
三
冊
。
目
録
に
「
室
町
写
」
と
す
る
。

▼
〔
曲
直
瀬
陽
造
氏
蔵
本
〕
曲
直
瀬
亨
徳
院
家
伝
承
本
。
東
京
国
立

博
物
館
に
寄
託
中
と
の
こ
と
。

▼
〔
三
原
市
立
図
書
館
本
〕
①
全
揃
八
冊
。
巻
首
に
道
三
筆
の
策
彦

題
辞
、
つ
い
で
自
筆
の
自
序
が
あ
り
、
末
尾
に
「
就
当
流
医
道
執
心

励
憤
俳
之
志
頃
遂
於
在
洛
晨
昏
列
講
岸
而
勉
学
無
僻
芙
予
感
彼
至
勤

而
援
之
以
啓
迪
一
部
猶
謹
救
済
之
志
而
可
仰
可
信
勿
軽
勿
忽
云
、
子

時
天
正
十
一
歳
舎
癸
未
菊
節
、
洛
下
翠
竹
院
一
渓
翌
道
三
、
松
林

軒
、
薬
局
右
」
の
道
三
自
筆
奥
書
（
押
印
・
花
押
）
が
あ
る
。
松
林

軒
は
出
雲
の
人
、
姓
は
水
野
。
県
重
文
指
定
品
。
②
巻
五
、
一
冊
。
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古
抄
本
。

以
上
、
未
見
の
も
の
も
多
い
が
、
従
来
自
筆
本
と
称
さ
れ
て
き
た

も
の
、
た
と
え
ば
三
原
市
立
図
書
館
本
な
ど
は
詳
細
に
見
る
と
、

序
、
奥
書
、
各
巻
首
の
害
題
・
署
名
ま
で
が
道
三
自
筆
で
、
本
文
は

書
体
は
酷
似
す
る
が
別
人
の
手
に
よ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
（
自
筆

本
の
臨
模
か
）
。
道
三
の
も
と
で
学
業
を
終
え
た
門
人
に
自
ら
序
賊

等
を
揮
毫
し
て
授
与
す
る
な
ら
わ
し
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
印
刷
医

書
の
行
わ
れ
な
い
時
代
な
ら
で
は
の
美
風
で
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
多

く
の
実
見
を
重
ね
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
文
献
研
究
室
）

松
下
見
林
に
就
い
て
は
既
に
識
ら
れ
て
い
る
通
り
、
医
家
と
し
て

よ
り
も
日
本
歴
史
上
の
貢
献
の
大
き
い
史
家
・
神
道
家
と
し
て
有
名

で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
し
こ
の
人
が
居
な
か
っ
た
な
ら

ば
、
今
日
の
日
本
古
代
史
の
隆
盛
は
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ

は
そ
の
著
書
『
異
穗
日
本
伝
』
の
た
め
で
、
見
林
が
人
を
長
崎
へ
派

し
て
購
求
し
た
漢
籍
は
、
本
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
百
三
十

種
に
上
る
。
今
日
誰
に
で
も
引
用
さ
れ
て
い
る
書
物
ｌ
山
海
経
・

後
漢
書
・
魏
志
・
史
記
・
晋
書
・
晴
害
・
新
唐
害
・
旧
唐
書
・
太
平

御
覧
。
三
国
史
記
等
は
総
て
こ
の
中
に
含
ま
れ
る
。
当
時
の
日
清
韓

三
国
間
の
文
物
交
流
の
薄
さ
か
ら
考
え
る
と
驚
く
べ
き
こ
と
と
言
わ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

見
林
は
河
内
の
人
で
、
自
ら
楠
氏
の
子
孫
と
称
し
て
い
る
。
尊
皇

松
下
見
林
と
そ
の
師
古
林
見
宜岡

田
安
〃
弘
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